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連載 著作権と情報システム 第 20 回 

司法書士／駒澤大学 田沼 浩 
１．著作物 

 

[3] 文化庁案「著作権審議会第六小委員会（コンピュータ・ソフトウェア関係） 

       中間報告」（12） 
 
Ⅳ 保護の内容 
 二 著作権 
（4）頒布権 
頒布とは、有償であるか又は無償であるかを問わず、複製物を公衆に譲渡し、又は貸

与することをいい、映画の著作物又は映画の著作物において複製されている著作物にあ

っては、これらの著作物を公衆に提示することを目的として当該映画の著作物の複製物

を譲渡し、又は貸与することを含むもの（著作権法第２条第１項第１９号）をいい、頒

布権とは、当該映画の著作物をその複製物により頒布する権利を示すもの（著作権法第

２６条第１項）である。昭和４８年６月の著作権審議会第二小委員会の報告書では、「当

分の間は、世界の動向や実務界の契約慣行等を勘案しつつ、プログラムに頒布権を認め

るべきかどうか、頒布権の及ぶ範囲をどうすべきか等について検討を進めていくべきで

あると考える」とされていた。当時の第一小委員会で審議されていた貸与権の創設（著

作権法第２６条の３）によって、中間報告では、頒布権を認めなくても貸与権で代替で

きるので、当面の措置としてプログラムの頒布権は見送るべきとの見解が示された。 

 
まとめ 

以上の結果、中間報告では、著作権法において、プログラムの複製権について特別の

規定は設けず、情を知って複製されたプログラムを実行する行為を著作権を侵害する行

為とみなす規定を設けることを求めている。 

中間報告に沿って、著作権法第 113 条を改正し、同条第２項が新たに設けられた（昭

和 60 年 6 月 14 日法律第 62 号により改正）。 
【著作権法第１１３条第２項】 

プログラムの著作物の著作権を侵害する行為によつて作成された複製物（当該複製物の

所有者によつて第四十七条の三第一項の規定により作成された複製物並びに前項第一

号の輸入に係るプログラムの著作物の複製物及び当該複製物の所有者によつて同条第

一項の規定により作成された複製物を含む。）を業務上電子計算機において使用する行

為は、これらの複製物を使用する権原を取得した時に情を知つていた場合に限り、当該

著作権を侵害する行為とみなす。 
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